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ゴア，マラッカ，マカオのトポス
アジアにおけるポルトガル文化遺産
野間晴雄
1. はじめに一石見銀山遺跡の世界遺産指定にこと寄せて一
(1)遺産の表象と世界遺産
2007年6月29日，ニュージーランドのオークランドで開催されていたユネス
コの諮問機関である国際記念物遺跡会議（イコモス）が，石見銀山を今年度の
ユネスコの世界遺産 1)の文化遺産に登録を決定するというニュースが飛び込
んできた。 5月にはいったん「登録延期」という厳しい裁定が下されていただ
けに，「二段とびの奇跡の逆転」とマスコミは書き立て，推薦を主導した文化
庁は胸をなで下ろした。日本では14番目の世界遺産指定であり，アジアで初め
ての産業遺産でもある。地元の大田市をはじめ島根県の，観光や地域振興への
過剰な期待と商魂が見え隠れもするが，今は素直にその指定を喜びたい。世界
遺産「石見銀山遺跡」は江戸時代に銀山柵内として厳重に管理されていた鉱山
跡本体を中心に，代官所跡，大森銀山重要伝統的建造物群保存地区，鉱石の積
み出し港としての鞘ヶ浦と温泉津の歴史景観，鉱山と外港を結ぶ鞘ヶ浦道，温
泉津沖泊道なども含めた指定である。
「東アジアの地域のみならず欧州社会を含めた東西の文明交流の歴史に多大
な影響を与えた鉱山遺跡」，「銀山と鉱山町，街道，港と港町など，往時の鉱山
運営にかかわる土地利用の総体を明りょうに示し，山林に覆われて当時のまま
保存されているところに価値がある」（「山陰中央新報」 2007年5月14日）など
について，証明する物証不足が登録延期の理由とされていただけに，その反証
にロビー活動を含めて全力を投じた関係者の努力が大きかった。将来的には遺
産ツーリズムによる過去の表象がより大きく変化することも予想される。その
含意からは，‘‘現在の歴史地理”（ジョンソン2005: 296)の格好の対象ともな
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るだろう。
歴史地理学という景観を研究対象とする専門に多少とも関わってきた者とし
ては，銀鉱山関連の点と線と面を有機的に結びつけた推薦戦略は首肯できる。
ただし，この遣跡群の弱みは核心となる銀山柵内の多くが森林に覆われ，明瞭
な目玉となる景観，換言すれば，ユネスコのいう真正性 (authenticity) を自
信を持って主張できる物件が少ないことである。史料も， 日本のみならず，中
国朝鮮，ポルトガル，スペイン，オランダ語の史料がこの銀山をとりあげ，
1568年（永禄11年），ポルトガル人の地図製作者フェルナン・ヴァス・ドラー
ドがインドのゴアで作った「日本図」にも，石見の位置にポルトガル語で「R・
AS MINAS DA PRATA (ミナスダプラタ）」＝銀鉱山王国と記載されてい
る（島根県の公式ホームページ）など，汎世界史的な価値を有する。また，間
歩といわれる坑道や灰吹法のような歴史時代考古学や技術史的価値も大きい。
しかし各方面の学界で，この遺跡が世界史的スケールでの重要性が注目される
ようになったのは，そう古いことではない。 1s~16世紀にヨーロッパ人が，東
西両方向からインド洋航路を開発し，アメリカ大陸へ到達（いわゆる「発見」）
した時代，極東アジアの片隅での銀鉱山が，グローバルエコノミーの一端を担
っていた。それが，近年の新しい歴史学の知見や方法論から見いだされたり，
再評価されてきたりした背景から，にわかに注目を浴びるようになってきたと
いえる。
つまり，当時の物産のグローバルかつフローな交換財，銀貨の材料，貨幣の
代替物として，銀は当時の最も重要な標準交換財であった。そのダイナミック
な動きは「世界経済システム」として公式化されても， 目に見える形では一般
庶民が歴史を実感することはなかった。その意味では，今回の石見銀山遺跡の
世界遺産指定は，新大陸のスペインによる略奪的な内陸の銀鉱山開発や，スペ
イン本国の様式を移植したコロニアル都市プランなどよりは一般にはずっとわ
かりにくい対象である。
この夏に訪れたメキシコ 2)の一例をあげよう。グアナファト市(Guanajuato)
はメキシコシティから北西370km, 標高1996mのメキシコ高原上に位置する
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典型的なスペイン統治下の人口約 8万人弱のコロニアル都市で，「古都グアナ
ファトと近郊の銀鉱群」として1988年に世界文化遺産に指定されている。この
歴史的都市は市街地の中心が周囲を山で囲まれた盆地底にあり，市街地へ入る
ためにはトンネルを抜ける。岩盤が露出した素堀のトンネルはかつての銀山の
坑道や排水のための地下水道を転用したものである。 1554年に銀鉱山町として
開かれ， 1741年に市制を施行しているが，創設当初は各地から一撹千金をねら
い，ならず者も含めていろいろな階層の人たちが集結した“ブームタウン”で
あった。より採掘条件のよい中心部での銀が枯渇するに伴い，鉱山は周辺の山
地に移動していったが，なお，一部は現在も操業している。世界遺産となって
いるバレンシアーナ銀鉱山に隣接して，鉱山オーナーが1798年に建設した石造
のバロック様式教会がある。銀採掘で伴出する金を使って，内部は金箔で覆わ
れた祭壇がある，いわば金にあかして建設した代物である。これなどはメキシ
コがコルテスの内陸部征圧以後も，銀採掘が大きな都市の開発契機であること
を明示的に示したきわめて典型的な景観構成要素であろう。
鉱山都市・集落の多くがピークを過ぎると急速に衰退しゴーストタウン化す
る例が世界中で多いのに対して，グアナファトは一貫して現在まで州都として，
地域の文化・政治の中心としての地位を維持してきたことが特記できる。市街
地の石畳やカラフルな色に塗り固められた漆喰の民家，市街地に点在する壮大
な石造カトリック教会（ラコンパニー聖堂，サンデイエゴ教会など）や，文化・
学術の中心としてグアナファト大学，ファレス劇場，複雑に曲折しながら市街
を縦横に走る石畳の道など絵になる風景が眼前に次々と飛び込んでくる。現
在もまだ操業する銀鉱山も周囲には残存するなど，生きた産業遺跡という側面
もある。
ユネスコを牛耳るフランスが世界遺産選定にも大きなフィクサーの役割を果
たしていることは容易に推測できる。文化遺産の指定が，カトリックの教会建
築や石造の巨大モニュメントに偏していること，さらにはそのカトリック文化
伝播の役割を果たしたスペインやポルトガルの海外植民地におけるコロニアル
都市や歴史地区の多くが指定をうけていることを考えると，石の文化や恒久
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性・普遍性に重きを置く姿勢が見え隠れする。
その一方で，木の文化，木造建築は耐久性が石に比べて短く，伊勢神宮の式
年遷宮や，ブータンのゾンと呼ばれる城塞は中央・地方役所と僧院を兼ねるチ
ベット文化の影響を受けた木造漆喰張りの建築が，常に内部・外部ともに更新
されながらも現在に延々と受け継がれている点（野間1996)など， フランス主
導の文化遺産選定の基準からは点が辛いのである。
(2)課題の設定と叙述方法
前置きが長くなった。本稿はフランスと同じラテン系民族であるポルトガル
人が大航海時代にアジアに設けた交易拠点，直轄統治したゴア，マラッカ，マ
カオという 3つの歴史都市，コロニアル都市を比較しながら，文化遺産として
の意義をグローバルな世界システムのなかに位置づけながら，都市形態プラン
における特徴の共通性と特殊性を論じるものである。
ただし，筆者はいずれの都市も 1回ずつ短期間来訪したにとどまり，本稿は
一次資料や詳細な景観観察や分析にもとづく重厚な研究ではない。大航海時代
やその後の植民地支配体制を学際的・縦断的に，文化システムとして協同研究
しようとする関西大学東西学術文化研究所の「比較文化」班を主宰する立場か
ら，大まかなラフスケッチでアジアの港市の比較してみたいという一連の作業
のための覚え書き的性格の強い，解説的な論孜である。
上記の 3都市の場所性 (place) を重視したいために，ギリシア語に由来す
る“トポス”と論題を命名した。トポスとは単なる物理的な空間を意味するよ
りは，むしろ主観的，存在論的な場所の意味を考えることに視点が移動してい
る。ここでは，港市起源の3つの港湾都市の立地環境を自然条件や狭義の後背
地・背域＝内陸との関係でとらえるのみならず，当時の世界の経済システムの
文脈で比較地域学的に考察することを意図している。
元来本稿は歴史に関心のある一般市民向けの関西大学の公開文化講座の草
稿から起こした論考であるため，歴史の専門家からは常識的な内容や，表面的，
あるいは通説的な史料読みに終始した点は免れない。アジアにおけるポルトガ
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ルの支配とは，いかなるものであったのかを，歴史地理学的に再構成しようと
する性格が強いことをあらかじめ断っておきたい。
ポルトガルのアジア拠点は15世紀から陸続と形成されていくが，広大な面領
域を支配したことはブラジルやアフリカの例（アンゴラ，モザンビーク）を除
いてなかった。しかも，英• 仏・スペイン・オランダが次々と植民帝国を手放
すなかで， 20世紀後半になっても，独立国家に周囲を囲まれた“点”に過ぎな
い狭い領域を最後まで植民地として維持したのがポルトガルである。そのアジ
ア最後の植民地が， ゴア，マカオと東チモールであった。
ただし東チモールは上記の 2植民都市とば性格が異なる。小スンダ列島に属
するチモール島の東半分をしめる 面積1.49km2の小さな領域で， 1586年以来
ポルトガルの植民地となった。チョウジを産するマルク諸島（モルッカ）諸島
やニクズク・ナツメグを産するバンダ諸島への橋頭堡的な役割を果たした植民
地であった。しかし周囲はすべてオランダ東インド会社の勢力拠点となり，オ
ランダの植民地に囲まれた孤立的な地政学的位置になり下がってしまった。
1949年にインドネシアが独立以後もポルトガルの支配が続いたが， 76年にポル
トガル本国の民主的クーデタ以後に独立運動が起こったのに乗じて，インドネ
シアが併合して 1つの州（東チモール什I) とした。それに不満を持つ人々が，
2002年に国連の後ろ楯で独立を果たしたものである。
本稿で対象としたアジアのなかでポルトガルの残影が残る歴史都市は長く現
代恨界では忘れられた存在であった。まず，マカオは人口わずか50万人，半島
部とタイパ島， コロアン島の 2つの島嶼からなる面積17km勺こすぎず，中国広
東省や珠江河口の対岸に存在したイギリスの直轄植民地の香港の陰に隠れ， ま
ったく目立たないポルトガル自治領という存在であった。 1999年にようやく中
国に返還され，香港と同様，一国二制度の適用をうける特別行政区となったが，
経済力や世界にひろがる華人ネットワークとの関係では，香港に遠く及ばない。
アラビア海に面したインド亜大陸の一角を占めるゴアは， 1510年にポルトガ
ルが領有をして以後，イエズス会のアジア伝導の基地，中継ぎ貿易の拠点とな
った都市で，マカオよりは面積は広いがそれでも3701km化狭い。 1961年イン
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ド国民軍の武力行使によって同じ西海岸にあったポルトガルの植民地ダマン，
デイウとともに解放され， ゴア・ダマン・デイウ連邦直轄地となり， 1987年に
ゴアのみ単独で州となった。
現在はマラッカ海峡に面するマラッカも，マレーシア連邦の南西部の一州の
人口 6万人の地方小都市にすぎない。ここは，マレー人によるマラッカ海峡か
らマレー半島東海岸に至る港市国家であるマラッカ王国の範図の中心であった
のを 1511年にポルトガルが奪取したものである。その後， 1641年にオランダ
のファン・デイーメンによって奪取され， さらに1795年にはイギリスの拠点，
さらには1824年には海峡植民地の一部となるなど，宗主国が変わる。ポルトガ
ルはマラッカに関しては16世紀前半から130年間領有したにすぎない。しかし，
近代港湾を備えたシンガポールの発展に伴い，帆船時代のマラッカの場所的有
利性は意味をなさなくなり，マラッカは，政治的・経済的には忘れられた存在
となっていった。
さて，ゴア，マラッカ，マカオ，いずれも世界全体の旧植民地からみると，
領域面積ではきわめて小さかったが，これは陸域だけを考えてのことである。
ポルトガルの旧植民地はブラジルやアフリカのモザンビーク，アンゴラを除く
と，いずれも大陸の海岸に位置する“点”にすぎないから，この陸域の面積は
国力に指標とはならない。
ポルトガル本国自体がイベリア半島の西の端に位置する山がちな小国で，タ
ラ漁などの水産業と農業，それに農産加工業ぐらいしかもとは産業がなく， し
かも人口が過密であったため，早くから本国の西に連なる大西洋へ雄飛を試み
てきた経緯がある。それは国家としても，また個人としてもでもある。ポルト
ガルは船団による威嚇や海上戦を得意とするが， 16世紀の大飛躍は海軍を持た
ないアジア諸国に当初はきわめて有利に働いたといえよう。
それでは大航海時代にライバルとして新大陸に進出したスペインとの違いは
何であろうか。この比較地域論的な考察を頭の隅に置きながら 3章の本論では
3つの港市起源のポルトガル支配の都市の形態やプランを比較する。
もうひとつの視点は，なかば忘れられた存在であった上記の 3つの都市が，
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現在，いくつかの契機によって再び注目され，見いだされるつつある。そのま
なざしとは端的にいえば観光・ツーリズムであり，世界文化遺産指定はその
動きに拍車をかけていることは否定できない。ゴアは「ゴアの教会群と修道院
群」として1986年という早い時の指定である。マカオは「マカオ歴史地区」が
中国で25番目の世界遺産として2005年に指定を受けた。筆者が2006年の 8月に
マカオを訪問したときも，バスの車体や街角などにには世界遺産指定の広告が
随所にみられ，祝賀ムードが随所にあった。
世界遺産の選定基準のうち，文化遺産として，関連の深い項目を抜粋すれば
以下の4つである。
(1)ある期間，あるいは世界のある文化圏において，建築物，技術，記念碑，
都市計画，景観設計の発展における人類の価値の重要な交流を示してい
ること。
(2)現存する，あるいはすでに消滅した文化的伝統や文明に関する独特な，
あるいは稀な証拠を示していること。
(3)人類の歴史の重要な段階を物語る建築様式，あるいは建築的または技術
的な集合体または景観に関する優れた見本であること。
(4)顕著で普遍的な価値をもつ出来事，生きた伝統，思想，信仰，芸術的作
品，あるいは文学的作品と直接または明白な関連があること（ただし，
この基準は他の基準とあわせて用いられることが望ましい）。
このうち，ゴアは (1), (2)~(4) が該当する。マカオはこれに加えて，
(2)の項目がなかで「すでに消滅した文化的伝統」が重要である。つまり，
マカオでは純粋のポルトガル人のうち，ポルトガル語を母語とする者の比率は
2%にすぎない。しかも言語としてのポルトガル語は道路標識が広東語と併記
されている象徴的な例を除いて，人々の日常生活からはまった＜忘れ去られて
しまっている。ただし国籍では30%がポルトガルである。中国語を母語とした
マカオ生まれの中国人との混血であるマカオ人は文化的には完全な中国という
“大伝統＇にどっぷりと浸かっている。ポルトガル語が観光客用の文化遺産の
表象としての運命をたどるという市之瀬の推定は当を得ている（市之瀬2000:
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174-179)。
これに対して，マラッカは1957年にマレーシア独立の宣言がこの地で行われ
たという象徴的な存在で， 1989年には「歴史都市」として市政の承認をうけて
いるが，いまだ世界遺産の指定はうけていない。上の基準に照らせば，また，
ヨーロッパ人による大航海時代より 1~2 世紀前の世界史上，マラッカ海峡と
いう地政学上，そしてその前史となるアジアの大航海時代における，中継貿易
における傑出した地位と商売のうまさがある。関連する遺跡群をつなぎ合わせ
シナリオをつけると十分指定に値するとも考えられるが，いまだ実現していな
い。この点などにも，ユネスコがラテン系植民地遺産擁護に厚く，プロテスタ
ント，アングロサクソン系の指定に冷ややかであることが見え隠れする。しか
も，マラッカが現在まで一貫してイスラムの影響にあることも，世界文化遺産
指定を遅らせているというのも穿った見方であろうか。
大航海時代とその前夜，以後の広域ネットワーク，世界システムのなかで3
つの港湾歴史都市の将来を考えたい。
2. 世界史をシステムとしてみる流れ
本稿で積極的に点として 3つの港市に起源する歴史的都市を，グローバルな
位置づけを行いながらその役割を考えようとするときに，以下のような世界を
システムとして考える先学の業績がある。
フランスのアナール学派総帥F.ブローデルがスペイン王フェリペ2世の時
代の地中海をめぐる歴史を，長期的歴史，短期的歴史，出来事の3つのパート
に分けて詳述した『地中海』 (1949)がその後の歴史記述， とりわけ海洋史観
に与えた影響は計り知れない。
アメリカの社会学者 I. ウォーラーステインの「近代世界システム」 (1974)
は世界全体のシステムを経済的に一体化した16世紀以降の流れを中心と周辺の
分離と応酬から考察する。
アジアにより特化した海洋史観としては，オーストラリア出身の元来インド
ネシア史を専門としていたA.リードの『大航海時代の東南アジア』 (1988)
132 
ゴア，マラッカ，マカオのトポス（野間）
がある。マレー系の人々によって担われていた南シナ海，ジャワ海，インド洋
1450-1680年の「東南アジアの大交易時代」記述する。ウォーラーシュタイン
の「世界システム」も援用しつつ，「世界システムのなかの一体化した東南ア
ジア」（大木 1991: 148-150) としての全体史をはじめて描こうとした。宗教
および生活様式としてのイスラムが東南アジアに浸透して，交易ネットワーク
が旧来のインドや中国世界との交易に加えて，アラブ世界が加わったことを一
つの根拠として，東南アジアの共通世界の成立とみなす。海域やその沿岸に成
立した諸システム，国家，港市に重点がある。そのため， リードの港市論は前
域 (forehead) としての交易ネットワークを強調することで港市や港市国家の
性格を鮮明にしているが，背域に関しては考察が手薄であることは否めない。
チョードリの『インド洋の交易と文明』 (1985)もブローデルに影響されて，
インド洋に関わる文明を総体としてとらえようとしたもので，アラブ系商人の
インド西海岸での接触が中心となる。近年刊行された家島彦ーのライフワーク
(2006) はアラビア語ペルシャ語， トルコ語資料を駆使した東アフリカ沿岸
も視野に入れた環インド洋の交易史であり， ヨーロッパが覇権を握る前のアラ
ブ，イスラム交易ネットワーク社会の頑強さを，陸世界一農業・定住社会，内
陸世界一遊牧・移動社会の3生態ゾーンの相互交流や衝突からダイナミックに
描く世界に誇るべき業績の一つであろう。
ユダヤ系の社会学者J.L. アブー＝ゴルド (1989) 『ヨーロッパ覇権以前一
もうひとつの世界システム一』は， 13世紀の世界システムを 8つの回路の併存
から描いており，大航海時代の前であるから当然のことながら新大陸が含まれ
ない。ラテンアメリカを対象とした従属論で1970年の開発論に一石を投じたア
メリカの社会学者A.G.フランクは，サイードのオリエンタリズム論をもじっ
て『リオリエントーアジア時代のグローバルエコノミー一」 (1998)を提起した。
3. ポルトガルの「海上帝国」とアジア
「近代最初にして「最後」の植民帝国」（布野2005:)を築きあげたポルトガ
ルの，アジア進出拠点がゴア，マラッカ，マカオであった。ここでは， 16世紀
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後半にこの 3つの都市に拠点が収敏するまで過程を，大航海時代におけるポル
トガルのアジア進出の経緯を素描しておこう。
ポルトガル海外進出の特色は以下のような 6点が特色としてあげたい。
1)国王・王室主導 インデイア領は総督制
2) カトリック伝道
3)香辛料貿易の独占
4)海のネットワーク掌握「ポルトガル海上帝国」
→港市の補強（城塞），内陸へは拡大せず
5)現地の女性と結婚奨励→混血化
6)内陸進出，農業開発をせず（例外はブラジル）
図1 アジアの歴史的主要港市
（野間作図）
イベリア半島西側の小国ポルトガルの国外進出の動きのI嵩矢は，ポルトガル
134 
ゴア，マラッカ，マカオのトポス（野間）
が8世紀にイスラム教徒の侵入にあい， 1250年に追い出すまで，国土回復運動
の強烈な意識に支えられていた。まずは地中海沿岸のベネチアやジェノバとい
う都市国家の商人や航海者が地中海の覇権をしだいにイスラムから奪回してい
くが，ベネチアに東地中海支配を牛耳られたジェノバは12世紀以降しだいに西
に目を向ける。ジブラルタル海峡を越えて大西洋沿岸を航海してフランドル地
方と交易したり，ヴィバルディ兄弟の西アフリカ航海 (1291)やマロチェーロ
のカナリア諸島への航海 (1321) など，コロンブス以前に西の地中海に進出す
るラテン系の一群があった。
このジェノバの経済力と航海技術に目を付けたのがポルトガルであった。リ
スボア（リスボン）はジェノバ商人の多くが交易拠点として居着くようになり，
1317年にはポルトガル王デイニスはジョノバの商人工マヌエレ・ピサーニョと
協約を結んで彼をポルトガル大提督に任じて貿易特権を与えるかわりとして，
王室の帆船を指揮することを命じた。すなわち，国王・王室主導で大航海を行
うが，その実はジェノバ商人の経済力をポルトガルが当てにしていたのである。
ポルトガルの基本方針は，このように海上覇権を握るために総督制をしいたこ
とである。可視的でない海上の掌握であり，「インデイア領」とよばれる支配
領域も，実質は海上での支配の線引きを追認したものに過ぎない。
ここがスペインの海外支配とは根本的に相違するものである。大航海時代の
スペインの海外進出は冒険商人の私的性格強く，コルテスやピサロに代表され
るように，征服者（レコンキスタドーレ）としての，新大陸では総督府の置か
れたキューバを足がかりにして，メキシコ，ペルー，ボリビア，コロンビア，
グアテマラなど内部への進出は私的な儲けを第一義的に考えるものであり，鉱
山開発や大農園でのプランテーション経営など内陸まで進出するとともに，意
図的に先住民インデイオの聖地などのある首邑の中心部に，その聖地を破壊し
て方格の規則的な町づくりを行った例が多い。甚壇という意味のソカロ
(zocalo) はまずもって広場とそれを囲むようにある教会，市庁舎などのヨー
ロッパ建築様式が重層して建てられるコロニアル都市のメルクマールとなっ
た。そのため，スペインのコロニアル都市の中心部では，広場を中心とした規
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則的道路網という 1つのパターンが地域を選ばず踏襲されていった。フィリピ
ンのルソン島北部の世界文化遺産にもなっているビガンなどはその移植パター
ンの典型であろう（応地2003)
ポルトガルの次の進出の段階は1415年のジブラルタル海峡のアフリカ側モロ
ッコの港町セウタの攻略であった。ヨーロッパ航海で用いられた大型のガレオ
ン船ではなく，バルシャ船，バリネル船といった小型軽快帆船を経て，イスラ
ムの 3本マストを取り入れた小型の改良船のカラベラ船が遠洋航海に用いられ
た（増田1984: 45-47)。
大西洋のマデイラ諸島(1418-20),ブランコ岬(1441),ヴェルデ岬諸島(1456)
などの拠点形成を経てエンリケ航海王子時代にシエラレオネ (1460-61) まで
アフリカ沿岸が発見された。イスラム商人からの黄金伝説に遠洋航海が促され
た面もあるが，沿岸は期待した裔貴な産物は得られず，ポルトガルは人間つ
まりアフリカの黒人奴隷を本国に送り込んでいった。現在のガーナにある黄金
海岸のエルミナ要塞建設はその拠点となった (1492年）。
この間にあって，デイアスの喜望峰発見 (1488)はアジアヘのアフリカまわ
りの航路を開く転換の契機となった。その背景には，イスラムに押され続けて
きた東方交易にポルトガルが割って入ろうとする動機に加えて，アジアのどこ
かにいると信じていた強力なキリスト教王であり，これと結んでイスラムを挟
み撃ちしようとする強烈な宗教的動機があったことも忘れてはならない。喜望
峰に到達したとき，その彼方に，香料というヨーロッパできわめて高価な物産
がようやくポルトガルの視野にはいってきたのである。
同じジェノバ出身のコロンブスがライバルのスペイン王室の援助を受けて新
大陸に到達したという情報が1493年に入ると，ポルトガルはますます喜望峰ま
わりのアジア進出を急務と考えた。両国の“インド”や東方のジパングをめざ
した妥協の産物が， 1494年スペインのトリデシーリャス (Tordesillas)で締結
された条約である。海外での領土をヴェルデ岬諸島の西方370レグア (1レグ
ア=5.6km) を通る子午線（西経46度30分）の西側の非キリスト教徒の土地を
スペインが取り，東をポルトガルが取得して，開発する権利を得るという，ま
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表 1 モンスーン文書に見るポルトガルの要塞
地域〔合計〕 名称 分類
要塞 砦 市・町 その他柵• 館
アフリカ東岸 (3〕 Sofala, Moi;;ambique 3 ゜゜ ゜Mombac,;a オマーン湾〔11〕 Curiate, Mascate ， 2 ゜ ゜Matara, Sibo, Borca Soar, Corfacao, Quelba 
Libedia, Mada, Doha 
グジャラート〔17〕 Diu, Damao, Sao Gens 4 3 8 2 
Danu, Trapor, Maim 
Aga<;;aim, Manora 
Assrim, Bac;aim 
Saibana, Coranganjem 
Tana, Bombaim 
Caranja, Chaul, Chaul 
ゴア〔15] Aguada, Bardes, 3 4 1 7 
Nossa Senhora do Cabo 
Gaspar Dias 
Pangim, Ribandar, Naroa 
Daugim, Sequo, Sanctiago 
S. J oao Bautista Carambolim 
Sam Louren(:o, Goa 
Murmugao, Rachol 
ゴアの南の海岸〔4〕 Honor, Cambolim 4 ゜゜ ゜Barcelor, Mangalor マラバル海岸〔4〕 Cananor, Cranganor 3 ゜1 ゜Cochim, Coulao セイロン〔9〕 Manar, Negumbo, Columbo 8 ゜1 ゜Caliture, Gale, Batecalou Triquinimale, Caes dos Elefantes 
Jafanapatao 
コロマンデル海岸〔2〕Negapatao, Sao Tome ゜゜2 ゜マラッカ〔 1〕 Malaca 1 ゜゜ ゜マカオ〔7〕 China, Sanctiaguo ゜6 1 ゜Nossa Senhora do Born Parto Nossa Senhora da Penha de 
Franca 
Sam Francisco 
Nossa Senhora da Guia 
Sam Paullo 
フローレス諸島〔 l〕 Solor 1 ゜゜ ゜合計 36 15 14 ， 注：太字は要塞を示す。資料はモンスーン文書「東インデイア領国のすべての要塞• 都市• 町の地図に関する記
録」， 1635年
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ことに身勝手な裁定がなされた。ただし， この西経線を延長した東半球は領有
が不確定であったが，香料産地モルッカ諸島の領有をめぐって両国がもめ，
1529年サラゴサ条約でモルッカ諸島の東297.5レグアを通る子午線（東経144度
30分）を境界線と定めた。この子午線は， 日本を二分することにもなった。
ポルトガル人ヴァスコ・ダ・ガマによる喜望峰まわりのインドヘの航海は，
1498年，インドのマラバル海岸のカリカット（カクレー）にたどりついた。こ
の地はビンドゥー王によって統治され，胡椒やココヤシ，宝石などの交易をイ
スラム商人に行わせて繁栄していた。ポルトガルからみれば魅力のある地であ
ったが，インドからみれば彼らの持参した土産品はきわめて魅力のないもので
あった。第二次のガマのインド航海で，第一次の航海で味わった現地での屈辱
をバネに，武装した船団で訪れ， コチンとカリカットに商館を建設した。商館
とは内陸交易の拠点であったが，これを海上からの攻撃から守るため要塞化し
て，アジア進出の第一歩とした。その中間地点としては東アフリカのキルワに
も要塞を築く。このポルトガルの海上帝国をインドでの完成がゴアである（表
1)。ジョアン・デ・バロス (1496-1570) の『アジア史』 3)には，その進出の
要となったアフォンソ・アルブケルケの功績がいかんなく記述されている。
4. ゴア (Goa) ポルトガル海上帝国の首都一
ゴアの領域は， 16世紀初めまでデカン高原のイスラム王国であるビジャープ
ル王国の外港であった。
ゴア進出の第一歩は1510年 2月である。ポルトガルのインド総督アフォン
ソ・デ・アルブケルケが1,000人のポルトガル兵を率いて征服， 5月にはビジャ
ープル王国のスルタンが50,000の兵を率いて攻撃してくると一且引き上げる
が， 11月陥落はした。当時のゴアはコロマンデル海岸のマンドウィー川の河口
にある島であった。
1512年，ゴア要塞へ通じるベナステリム要塞を奪取，病院，教会建設した。
しかし本格的なゴアのアジア拠点化は1530年，ポルトガル領インドの首府をコ
チンからゴアに移したことに始まる。ポルトガルのアジアの全植民地を統治す
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るインド総督インド副王が駐在した。 1534年，ローマ教会の大司教座が設置
され，ローマ教会において全アジアを管轄する中心となる。 1562年~1619年に
は象徴となるサンタ・カタリナ大聖堂建設された。
「東洋のローマ」といわれたゴアの全盛は17世紀初頭で，東アフリカのモザ
ンビークから長崎に広がるポルトガル海上帝国の中心となった。当時の人口約
20万人であたが，マラリア等でオールドゴアが衰え， より海に近いパナジ
(Panaji)にしだいに中心が移動していった。 1986年には「ゴアの聖微と修道院」
としてユネスコ世界遺産登録された。聖フランシスコ・ザビエルの墓を収容す
るボム・ジェズ・バシリカ，聖フランシス修道院がこれに該当する。 1987年に，
インドはパナジを首府とするゴア州を設置した。
図2 ゴアのホズ・ジョズ・バリシカ
(1954年建立，フランシスコ・ザビエルの遺体を安置する。 2000年筆者撮影）
グジャラート人によるイスラム・アラブ交易システムがすでに形成されてい
たところにポルトガルが割り込んで奪取し，ジェノバ， ヴェネチアからアラブ
経由のインドルートの遮断を行った。ポルトガル要塞群建設は基本的に海から
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の都市防衛である。
ここを拠点としてポルトガルはコ
ロマンデル海岸の胡椒交易のなら
ず，マルク諸島やバタン諸島のニク
ズク，チョウジといったより高価な
香料 (spices)の入手に全力を費や
すことになった。
図3 ゴア島の古地図 マンドヴィ川に面したゴアの港
（リンスホー テン， 1596年による） は東アジアを連結するベンガル湾
の航路と，東アフリカ沿岸に達する
アラビア海の航路との中継地として機能すると同時に，インド内陸の市場にも
開かれた重要な位置を占めることとなったのである。
ゴアの町は，母国ポルトガルのリスボンをモデルに建設が進められた。港の
ドックにつながる場所には広い公共広場が設けられ，そこを中心に大聖堂や修
道院，総督の宮殿など主要な建物が配された。 街には不規則で曲がり＜ねっ
た道路が網の目のようにめぐらされ，港には大規模な堤防が設けられた。
ゴアの商人は，南インドの最後のヒンドゥー帝国であるヴィジャヤナガラに
アラブ産の馬を提供し，その見返りとして香辛料，コービー，紅茶など，需要
の多い嗜好品を手に入れていた。最初の総督は，住民のカトリックヘの改宗を
とくに望んだわけではなく，むしろカトリック教徒とヒンドゥー教徒とのあい
だの結婚を奨励しさえした。人々がこれに進んで応じたかどうかは不明である
が， フィダルゴ（白人の地主）と黒人奴隷，そして現地人との混血が行われた
ことは，人々の顔立ちを見れば明らかであろう。
5. マラッカ (Malacca)一海峡の交点一
マレー半島とスマトラ島の間に位置する港市マラッカ，マレー語ではマラカ
Melaka (1405一 1511)は，約100年にわたって東南アジアの国際的な中継交易
の主役であった。インド洋と海域東南アジア世界を介して，中国・東アジア世
140 
ゴア，マラッカ，マカオのトポス（野間）
界を結びつける役割と場を提供した。マラッカは，東西の国々が長期の風待ち
期間に停泊する位置にある。帆船によってアラビアやインドからの西の商人と
中国をはじめとする東の商人が自国との往復に貿易風の関係で2年を要してい
たのが，マラッカを中継ぎすることでその短縮が可能となった。東北モンスー
ンと南西モンスーンの間のなぎの 6ケ月間は物資がマラッカの倉庫で保管され
ることになり，その関税・保管料・物品税がマラッカ王室の財政の基礎であっ
た。
王国は周辺の各地を武力で征服して領土を広げる。その範囲はマレー半島南
部，ほぼ現在のマレーシアの地域と，スマトラ島中部のマラッカ海峡側であっ
た。こうして王国は東南アジアの諸島部における海峡をまたぐ範図をもつ強大
な港市国家となった。しかし， 1511年，ポルトガルのアルブケルケの艦隊にマ
ラッカを占領され，国王マフムード・シャー（在位1480頃ー1511) は，半島南
端のジョホールに移動しジョホール王国を建てた。
マラッカの建国伝承は，スマトラ島のパレンバン出身のパラメスワラが，
1396年頃にビンタン島， シンガプラ（硯在のシンガポール），ムアール河口か
らマレー半島を北上してマラッカに定住したことを記す（トメ・ピレス
1966 : 379-432)。この移動は，明の洪武帝の一連の海禁令による中国人商人の
私貿易の衰退に呼応したもので，ジャワのマジャパイト王国や海峡の小王国の
支配の拡大で，勢力を追われたことを示唆する。彼にこの地への遷都を勧めた
のは海洋民であるセラテ人であり，パラメスワラは彼らを貴族（マンダリ）と
して，マラッカ河口に住まわせた。自らは隣のバータム川やその中流，あるい
はマラッカ川上流のブレタンに居を構え，河口の海洋民とは一定の距離を置い
た。しかし，王国の下級労働力となった人々はビンタン島（リオ）の漁民であ
った。マラッカ王国は，「一貫して政府と労働者の所在が分離していた二重構造」
をなしていた（鶴見 1981: 120)。
1405年には明の永楽帝より命を受けた雲南出身の宦官，イスラム教徒の鄭和
が寄港している。のちにイスラム化する。
この王国の版図は，ポルトガル人トメ・ビレスの『東方諸国記』の記述によ
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れば， 1)直轄地（マラッカ）， 2)錫の積み出し港， 3)軍港， 4)朝貢国，
5) シュイクの支配地，の異なる 5つの部分からなっていた。
バラメスワラの後を継いだ2代目のスルタン，ムガト・イスカンタル・シャ
ーが初めてイスラムに改宗する。イスラムはまだ王族，貴族，外国人の間だけ
で信仰されていたが，パラメスワララは鄭和の遠征隊の存在を後ろ盾に，シャ
ムから独立して明の朝貢国になり，永楽帝から満刺加（マラカ）国王に封ぜら
れた。冊封体制にマラッカが組み込まれていったことを意味する。
王国の官職では，スルタン（王）の下にプンダハラ（最高裁長官，最高司令
官），プングフル・ブンダハリ， ウルバラン・プッサール（傭兵の長）， トウム
ゴン（市長，警察）の4要職があった。その下に，在留外国人のとりまとめを
する港務長官・領事役のジャバンダールが4名いた。 4名の分掌は 1) グザラ
テ人， 2)ベンガル，ペグ一，パサイ人， 3)パレンバン，ジャワ，ボルネオ，
ルソン， 4) シナ，琉球，泉州，チャンパの 4地域群の代表であった。 1)は
グジャラートなど西インド海岸部のアラブ・インド・ペルシャ商人， 2) は東
部インド，ビルマ地域， 3) はマレー文化圏， 4)は中国文化圏の国々で，い
ずれも航路の行き先別に分かれていたと思われる。そして，マラッカは4,000
人の外国人，84の言葉が話されていた国際交易港だとピレスは記述している（ト
メ・ピレス1966: 433-445)。
マラッカの交易品は西インドの交易品として，綿織物，アヘン，雑貨，東
の中国からは陶器• 生糸・絹織物・武器，域内の東南アジア産では森林産物と
しての香料（胡椒• 丁子・ナツメグ），樹脂，白棺，象牙，獣皮，生薬，鉱産
物としての金，錫硫黄，鋼海産物としての鼈甲，真珠貝，珊瑚干魚であ
った（トメ・ピレス 1966: 456-472)。
王や貴族は交易の場を提供するだけで，当時のマラッカは基本的には外国人
商人による私貿易を特色とする。したがって王国の収入は貿易の独占ではなく，
交易に伴う物品税• 輸出入税であった。ほとんど無住の地に王国が作られたマ
ラッカでは，土地からの税（地税）という概念は存在しなかった。
軍港はルパト，ムアル，シンガプラ， ビンタン， リンガの 5つである。ムマ
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ルはマレー半島の港だが，ルパトはスマトラ側，シンガプラ， ビンタンは半島
側， リンガはスンダ陸棚上のマングローブに覆われた小島の隠れ家というべき
ものであり，彼らは海賊でもあった。リンガ島には40艘の軍船が常備されてい
た。外国出身の傭兵隊，奴隷などの存在も知られていた。
朝貢国のうち，パハンはマレー半島東岸に位置し，シャムとマラッカに両属
していた。あとのカンパル，インドラギリ，シアクはスマトラ島東岸にあり，
ミナンカバウ系の民族からなる小王国で，金，樹脂，蜂蜜などを座して， これ
をマラッカに運んで綿布などを持ち帰った。その一方で，マラッカもまたタイ
南部に勢力を伸ばしていたアユタヤ王国とは従属的な関係が続けられた。シェ
イクとはアラブ系商人か聖職者が権利を持っていた港である。
1511年ポルトガルのインド総督アフォンソ・デ・アルブケルケが征服し，要
塞（サンチャゴ砦）とセントポール教会を建設した。ここに東南アジアで初め
てのヨーロッパ人の港市が誕生する。しかし，後背地を持たず，食糧すら外部
（ペグーやジャワ，シャムから米を輸入）に依存するマラッカでは，仲介交易
の場を提供することがすべてであることは変わらなかった。
ポルトガルはマラッカ王国の港務長官の制度にならい，インド商人の管轄を
コロマンデル海岸出身のヒンドゥー商人に管轄をゆだね，ルソン人，ペルシャ
人，マレ一人の管轄はルソン出身のイスラム商人にゆだねた。つまり，基本的
にはマラッカ玉国の方式を継承し， 自らは貿易実務には携わらずに各種の貿易
に関わるい税牧入に依存していた。また，裏では私貿易を容認することとなり，
ポルトガル商人自身もマラッカの窮屈さを嫌い，スマトラ，ジャワ，マレー半
島の港市で，多国籍の商人の力と情報を得ながら私貿易に従事した（弘末
2004 : 48)。
図4は1629年のマラッカの絵画的地図である。スマトラ北端の港市国家のア
チェが攻めてきた際に作成されたものといわれる。元来の城塞部分の左（西）に，
マラッカ川をはさんで集落が形成されており，市街全体は木柵で囲まれている。
中国人の居住区が城塞の外に建設されていった。
1641年にオランダ東インド会社 (VOC)がジョホールのスルタンの援助で
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図4 マカオ古地図 (1629年のアチェ襲撃時）
(S・H・Hoyt, 2001による）
マラッカを占領するまでポルトガルのマラッカ支配が続いた。
1824年，英蘭条約でスマトラ島のイギリス植民地と交換しイギリスに譲渡し
た。 1826年， T・ラッフルズの力によってペナンやシンガポールとともに，マ
ラッカは英領海峡植民地となった。 1941年には一時期， 日本軍占領 (3年 8ヶ
月）される。
1945年，再びイギリスの海峡植民地となったが， 1957年 8月31日にマラヤ連
邦（現在のマレーシア）として完全独立した。総理大臣トゥンク・アブドゥル・
ラーマンはマラッカで連邦の独立宣言を行った。
6. マカオ (Macau・澳門）一忘れられ去られた街の復活一
マカオは広東省，珠江デルタの河口に位置する東シナ海につきでたトンボロ
と2つの島からなる東アジアで最も古い植民地である。名称の由来は， トンボ
ロの斜面にあった航海安全を祈願した九馬閣廟に由来する。経済発展する中国沿
海部や香港に至近な位置にありながら，今もポルトガル植民地時代の景観や雰
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囲気を色濃く残すタイムカプセルでもある。
マカオ周辺にポルトガル人が最初に来航したのは1514年といわれる。マラッ
力を攻略後，港内にいた中国船船長からの情報を得たことで，マルコポーロ『東
方見聞録』の中国の富の記述などとあいまって，アルブケルケは果敢にもこの
本丸への船を 1艘派遣した。しかし当時の明は海禁政策をとっており，珠江デ
ルタの河港広州からの上陸は許されなかった。 1517年にもフェルナン・ペレ
ス・デ・アンドラードがトメ・ピレスともに使節団として中国との接触を試み
るが失敗に終わる。
公式に上陸が許されたのが， 1557年，明から珠江デルタのいちばん海に近い
岩山である。これがマカオで， レオネル・ソウザが居留権を獲得して，中国で
唯一のヨーロッパ人居留地となった。
ただしそれまでの40年間の間に，ポルトガルは日本との接触を医っている。
イエズス会宣教師で，ポルトガル王ジョアン 3世の命をうけたフランシスコ・
ザビエルは東南アジア各地への布教拠点のあと， 1549年に鹿児島に上陸し， 3 
年かけて平戸，山口，京都，豊後をめぐり布教を試みた。その滞在時の情報か
ら，海禁下の明の物産を日本へ運び， 日本からは当時，急速に生産を増してき
た銀で決済させてこれを中国へという，銀為替差益を中心とした仲介貿易の利
益を考えるようになった。つまり，マカオを拠点として，中国と日本の仲介貿
易， さらには中国とゴアを介してヨーロッパヘの中国の物産の仲介を目論んだ
のである。ただし，全盛を誇ったポルトガルも16世紀後半には国力に陰りがみ
えはじめたが，マカオは，鎖国までの長崎貿易で繁栄していった。日本でカト
リック教が全面禁止され，オランダと中国のみが交易の窓口となると，マカオ
はしだいに忘れ去られていった。
1840年，広外1でアヘン戦争勃発が勃発して， 1842年にはイギリスがマカオ対
岸の香港島を獲得する。ここがイギリスの近代港湾として開発されていくと，
マカオの仲介貿易機能はさらに低下し，マカオの衰退は決定的になった。清の
混乱に乗じ， 1845年ポルトガルはマカオの自由港を宣言し，清の税関官吏を追
い出した。さらに海に伸びたタイパ島とコロアネ島を占領して，ここを人身貿
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易の場とした。ちょうど，ポルトガルがブラジルの開発に本気に乗り出そうし
たときであり， さらには，スペインの中南米での農園開発などへの中国人労働
者を送り出す窓口となった。そのほか， 1847年には賭博を合法化するなど，こ
れ以降のマカオを規定する裏経済へのシフトも進行していった。そして1887年
にはマカオを直轄植民地化する。日中戦争時に大量中国大陸からの難民がマカ
オに避難した。
1949年に中華民国政府が成立しても，マカオはポルトガル植民地として継続
したが， 1966年のマカオ事件，いわゆる12・3事件が勃発すると中国の影響力
が強化されていった。ポルトガル政府も本国の民主化と連動して， 1975年には
中華人民共和国を承認するが，逆に中国が返還を留保した。そのため，翌年，
ポルトガル政府はマカオを特別領として再編成する。ようやくマカオ返還の共
同声明が調印されたのは1987年4月13日であるが，実際の返還はイギリスの香
港返還に遅れること 2年， 1999年12月20日となった。その後，マカオは中華人
民共和国の特別行政区となっている。
16世紀半ばにポルトガル植民地となったマカオは，スペイン・ポルトガルの
世界分割によって獲得したアジアとポルトガル本国の橋頭堡でもあるゴアのブ
ランチであるマラッカの， さらにそのサブブランチ程度の経済的重要性と地政
学的位置しか当初は有しなかった。それが日本へのキリスト教布教によっても
たらされだ情報によって，良質の銀を買い付けると中国やヨーロッパでに販売
する中継点として，にわかに繁栄する。つまり，マカオは， 17世紀前半に鎖国
による日本貿易から撤退と本国の国力衰退での忘却， 1842年の香港開港による
中国貿易の衰退での忘却，中華人民共和国世成立と，過去3度も“世界システ
ム”から忘れ去られ， 自らも植民地放棄を望みながらも，中国政府からもお荷
物扱いされ，「中国でもっとも長い植民地統治」という不名誉な称号を得てし
まった（塩出1999)。
華南沿海部の港湾システムネットワークの変遷からマカオを考えると次の3
つの段階を考えるとき，マカオは2番目の段階で最も輝いていたのである。
1)唐以来の中心港湾は珠江（チュー川）の河港である広州で，広大な後
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図5 マカオのセナド広場
（ポルトガル国の建物が広がるショッピング街である， 2006年8月筆者撮影）
背地を背景に貿易・流通を独占していた。
2)東アジア最古の植民地として珠江デルタ先端の岩山が選ばれたとき，
広朴lとの太いパイプで生糸などの中国物産が日本へ送られ，銀の中国本
士流入の中継地としてマカオの地位が確立する。
3) 1842年にイギリスが香港島を領有すると，マカオと広州とのネットワ
ークは弱体化し，広州一香港）レートが中心なる。
観光客ギャンブルは香港や経済力をつけた広州など中国本土からから日帰
り客，短期滞在者が増えたためである。スタンレー・ホー（何鴻桑）の「澳門
旅遊娯楽有限公司」が賭博のみならず，マカオの社会インフラ，福祉，教育な
どすべてに関わり独占してきた。その象徴としてのホテル・リスボアは現在も
健在ではあるが，これに飽き足らない若いマカオ人が，アメリカ合衆国のラス
147 
闘西大學『文學論集』第57巻第2号
ベガスなどのカジノ資本を誘致し， 2つの島の干拓・埋立で少しでも建物が立
地する空間を増やすともに，橋で島と島を連絡して一体感をましていった。海
上には国際空港を設けるなど，現在のマカオは建設ラッシュに沸いている。に
よって空間増加「香港マネー」・ 「外国在住華人マネー」による広東省への膨大
な投資， とりわけ珠江デルタの工業化への投資により，香港一広州ネットワー
クに付属するかたちでの経済発展がますます顕著になっている。香港の港湾・
都市の急成長，ポルトガルのアジアでの覇権の消失により，マカオは香港を介
する緩衝剤としてしか経済的意義を持たなくなる。
マカオの中心市街はセナド広場で，ここはポルトガルらしい建築が色濃く残
り， リノベーションされ繁華街となっている。セントポール寺院（天主堂教会）
の壁はひとつの観光資源となっている。丘陵上のベニヤ教会などとともに観光
資源となっている。しかしポルトガルの残影の最も著しのは，マカニーズとよ
ばれる混血化であろう。人口も少ない小国のポルトガルが，現地の諸事情に通
じたマカオ在住者をふやすためのひとつの方策でもあった。
7 . 3つの歴史都市の比較から
16~17世紀のアジアにおけるポルトガル人の数は 1 万人を超えることはなか
ったといわれる。マラッカでもポルトガル人人口は500人を超えることなく，
平均100~200人であった（弘末2004 : 50)。人口の少なさは，現地での定住と
混血化によって補われたし，船団にも他のヨーロッパ系船員やアジア系船員を
も傭うなど，当初から国際的な人員構成を特色とした。 1614年にオランダに占
領されてのちも，ポルトガルの混血者は，周辺港市の通訳や兵士，船員，商人
として活躍し続けた。その意味では土着化が進行していることも特色である。
これはマカオにもあてはまるし， より人口の多いゴアではこのクレオール化が
確固とした一つの都市文化の担い手となっている。
最後にまとめとして，アジアにおける旧ポルトガルの 3つの都市の比較を歴
史的な経緯，形態，文化遺産としての比較の表を載せておく （表2)。
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立地
地形
従前支配
システムユニット
もの• ひとの流れ
取引物産
取引相手
都市プラン
規模（市域）
港湾
産業
観光
その他
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表2 ゴア，マラッカ，マカオの比較
ゴア マラッカ
1510年～ 1511年~1
旧ゴアは河口の川中島 河口
丘陵 沖積低地
ヒンドゥー太守 マレ一人の港市国家
インド洋 インド洋と南シナ海
アラビア海インド洋 インド洋と南シナ海
香料， コーヒー，茶， 香料，米，陶器，生糸，
綿織物 武器
アラビア商人，グジャ 中国人，ベトナム人，
ラート商人 タイ人，ポルトガル
人， ビルマ人，グジ
ャラート人他
城壁あり，要塞 城壁あり，要塞
中 (3701km) 中 (I650krrl)
近代港湾に変化 衰退
鉄鋼業 観光
歴史建築，海浜ビーチ 歴史都市
新旧ゴアの二核構造 風待ち港
マカオ
1514年~1999年
トンボロ（陸繋島）
丘陵
なし
東シナ海
南シナ海，東シナ海
銀陶磁器，生糸
日本，中国東南ア
ジア
城壁なし
I卜 (17km)
近代港湾に変化
商業観光
ギャンブル，歴史都
市
埋め立てによる陸域
の増加
［付記］本稿は関西大学の社会貢献活動の一つである吹田市民講座の平成19年
度の歴史講座「日本と世界の文化遺産」の 1つとして， 2007年6月21日（木）
に講演した90分の一般市民向けの講演を成文化したものである。とりまとめの
労をとられた新谷英治教授に感謝したい。当日，会場ではトボスとはどういう
意味かという質問がフロアからあったので，この説明は本稿の第 1章で触れて
おいた。
なお，調査の一部には日本学術振興会科学研究費（萌芽研究 代表）と，関
西大学東西学術文化研究所の経費を用いた。研究所の比較文化班での議論はこ
のような東西交渉の方法論に多くのヒントを与えてくれた。
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注
1)世界遺産の正式名称「世界の文化遺産・自然遺産の保護に関する条約」で，国連・ユネ
スコの総会で採択され，最初の指定は1976年である。
2) 2007年現在，メキシコには次の26の世界遺産がある。①文化遺産産 (23)―古代都市パ
レンケと国立公園 (1987年），メキシコシティ歴史地区とソチミルコ (1987年），古代都市
テオティワカン (1987年），オアハカ歴史地区とモンテ＝アルバンの古代遺跡 (1987年），
プエブラ歴史地区 (1987年），古都グアナファトと近郊の銀鉱群 (1988年），古代都市チチ
ェン・イツァ (1988年），モレリア歴史地区 (1991年），古代都市エル・タヒン (1992年），
サカテカス歴史地区 (1993年），サンフランシスコ山地の岩絵 (1993年），ポポカテペトル
山腹の16世紀初頭修道院群 (1994年），古代都市ウシュマル (1996年），ケレタロの文化財
地帯 (1996年），グアダラハラのオスピシオ・カバーニャス (1997年），パキメの遺跡カサ
ス・グランデス (1998年）， トラコタルパンの歴史遺跡地帯 (1998年）， ショチカルコの古
代遺跡地帯 (1999年），カンペチェの歴史的要塞都市 (1999年），カンペチェJ小l, カラクム
ルの古代マヤ都市 (2002年），ケレタロのシエラ・ゴルダのフランシスコ修道会伝導施設
群 (2003年），ルイス・バラガン邸とアトリエ (2004年），アガベ（竜舌蘭）の景観と 18~
19世紀テキーラ生産施設 (2006年），②自然遺産 (3)ーシアン・カアン (1987年），エル・
ビスカイノのクジラ保護区(1993年），カリフォルニア湾の島嶼および保護地区群(2005年）。
ヨーロッパ諸国以外では異常に指定数が多いこと，文化遺産がマャ文明，アステカ文明な
どの古典期のいわゆる石造神殿（ピラミッド）スペイン統治下のコロニアル都市関連の文
化遺産，それ以外の範疇に属するものの 3範疇に分類される。メキシコの世界的な現代建
築家ルイス・バラガン自邸とアトリエが2006年に文化遺産の指定を受けるなど，やや他国
とは異質な感が拭いされないものもあるが，豪壮な石造の教会建築やセントロ (centro)
といわれる歴史的都市の中心に位置する歴史地区の街並みが指定の対象となっている。広
場を中心とした
3) ジョアン・デ・バロス『アジア史』の正式名は『ポルトガル人が東方の海と陸の発見に
際して行った数々の行為に関するジョアン・デ・バロス「アジア」』で， 4編がそれぞれ
10巻の書となっている。バロスはマヌエル王，ジョアン 3世の宮仕え，全盛期のポルトガ
ル人文学者で，征服（軍事行動），航海（地理書），通商（物産誌）の 3部からなる“総合
地誌”を企図した。このうち軍事行動を記述したのが『アジア史』である。第 1編 (1552)
エンリケ親王，第2編 (1553)アフォンソ・デ・アラブケルケの功績，第3編 (1563)総
督ロポ・ソアレス・デ・アルベリガリア～総督アンリケ・デ・メネゼスく1515~1526>,
第4編 (1615)総督ロボ・ヴァス・デ・サンパイオ～ヌーノ・ダ・グーニャ帰国までく
1526~1539> となる。
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